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川崎の歴史と環境を振り返る特 集

特 集 川崎の歴史と環境を振り返る ～昭和・平成 今昔物語～

川崎市の環境イベントを
ホームページで紹介しています！

市民ミュージアム提供市民ミュージアム提供

　川崎市は現在も７区全てで人口増加を続けている元気な都市です。平成
29年４月に人口150万人を突破しました。
　環境の分野では、水素に関する技術をはじめ、優れた環境技術を有して
おり、その技術を海外へ伝えるなど国際貢献を行っています。
　一方、昭和の時代に川崎市は深刻な公害を経験しました。空は工場から
の煙で覆われ、多摩川は泡であふれていました。
　今回の特集は、「平成と昭和」の川崎市にスポットを当ててお送りします。
　平成がもうすぐ終わる今、川崎の環境や暮らしがどのように変わったの
か昭和の時代を現在と比較しながら振り返りたいと思います。
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